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1981年 兵庫県生まれ
2006年 京都市立芸術大学大学院美術研究科修士課程絵画専攻油画修了
2017年 博士（美術）（京都市立芸術大学）

「足りなさ」という観点から、〈欠如〉を孕む作品を制作している。本展では「現代の日本の家」をモチーフとする
インスタレーション作品のほか、「足りなさ」をひとまとまりの構造物に落とし込む「Frames」シリーズを出品。

【主な個展】

2013年 TWS-Emerging 206 「Blind Place」、トーキョーワンダーサイト本郷、東京
2015年 「ブランクの住空間」、Gallery PARC、京都
2018年 「モデルハウス」、京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA、京都
2018年 「抽象住宅- ワンルーム-」、ギャラリー恵風、京都
2019年 「ホーム・スイート・ホーム」、MEDIA SHOP gallery 2、京都

【主なグループ展】

2013年 「kyoto studio」、京都市立芸術大学ギャラリー@KCUA、京都
2014年 「はならぁと こあ」ならきたまちエリア「在り処をみる」、工場跡、奈良
2016年 「TEMPEL/MATERIAL」、大徳寺黄梅院、京都
2021年 セイアンアーツアテンション14 「Re:Home」、成安造形大学 【キャンパスが美術館】、滋賀
2022年 「連続するプロジェクト／インスタレーションを所有する」、BnA Alter Museum 、京都
2023年 「zu Hause 自宅と承認」、デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）ギャラリーC、兵庫
2023年 「ミニマル美術」、KUNST ARZT、京都
2023年 「outside and the inside 7－眺めのままに」、Ogallery eyes、大阪

松井沙都子 | Satoko Matsui

1988年 熊本県生まれ
2008年 京都嵯峨芸術大学短期大学部 （現 : 嵯峨美術短期大学) 卒業
2023年 ポーラ美術振興財団在外研修員としてフランスにて研修

「線」「影」「無意識」「地」など捉えどころのない事物を主題とし、それらがどのように人々に知覚され、存在しているのか、
その法則や特性を抽出／再構築するような作品を制作している。

【主な個展】

2019年 「See the Shades」、HAGIWARA PROJECTS、東京
2020年 「ねじれたネイチャー」、大見新村、京都
2021年 「Ghost of Copy」、The Container、東京
2023年 「雪のうえにのびる道」、札幌文化芸術交流センターSCARTS、北海道　*アレクサンドル・カトーとの共同制作

【主なグループ展】

2021年 「Soft Territory かかわりのあわい」、滋賀県立美術館、滋賀
2021年 「Ende Neu」、KINDL-Zentrum fürzeitgenössische Kunst、ベルリン・ドイツ
2022年 「石と植物」、滋賀県立美術館、滋賀
2024年 「VOCA 展2024 現代美術の展望」、上野の森美術館、東京
2024年 「not a house」、MBL Architectes、パリ

【受賞】

2020年 2019年度平和堂財団芸術奨励賞（美術部門）

松延総司 | Soshi Matsunobe

1982年生まれ

美術批評家・武蔵野美術大学美学美術史研究室准教授
著書 『絵画の力学』（書肆侃侃房、2020 年）。 共著に、国立新美術館（編） 『今、絵画について考える』（水声社、2023 年） など

沢山遼 | Ryo Sawayama




